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あなたの身近な出来事などの写真を募集しています。ちょっとメッセージを添えていただくと嬉しい
です。携帯のスナップ写真大歓迎！受け取りにも伺います。連絡方法はこの下をご覧ください。

＊暮らしに役立つ
    暦生活のHP➡

▶︎ 5月28日(日) 麒麟獅子マラソン：指杭 給水ボランティア

　晴天に恵まれたマラソン大会。指杭公民館前の給水所では、
女性たちがせっせと飲み物を用意しながら声援を送っていま
す。「なぜ給水サービスは女性だけなの？」といつもの疑問は
さておき、走れない自分は、見ているだけで息が切れ、喉がカ
ラカラになるのです。さてさて、無事に終えたマラソンの次の
日に、関西では、昨年より2週間も早い梅雨入りとなりました。　

▶︎二十四節気：夏至 げし ６月21日～７月６日頃　

🌿

６月21日～6月25日　乃東枯（なつかれくさかるる）
　冬至の頃に芽を出した「靫草(うつぼぐさ)」が枯れていく頃。

🌿

6月26日～6月30日　菖蒲華（あやめはなさく）
　アヤメ（ショウブ）が咲くと、梅雨到来といわれていた。

🌿

7月1日～7月6日　半夏生（はんげしょうず）
　半夏生の草の葉が白く染まる頃。田植えを終わらせる頃。

一年でいちばん日が長く、夜がみじかくなる頃。日々暑さが増す頃。

🌿

7月7日～7月11日　温風至（あつかぜいたる）
　湿った空気が山を越え、乾いた温かい風となって吹き降ろす季節。

🌿

7月12日～7月16日頃 蓮始開（はすはじめてひらく）
　蓮がゆっくりと蕾をほどき、花を咲かせる頃。

🌿

7月17日～7月22日頃　鷹乃学習（たかすなわちわざをなす）
　五・六月に孵化した雛が、巣立ちの準備をする頃。

▶︎二十四節気：小暑 しょうしょ 7月7日～7月22日頃
梅雨が明け、いよいよ暑さが本格的になる。暑中見舞いを出す頃。
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　5月5日の端午(たんご)の節句に供える「粽ちまき」は、古くは「茅ちがや」の
葉を用いたことから「茅巻き」とも書きます。もち米や餅(もち)を笹の葉な
どで細長い円錐(えんすい)形や三角形に包み、い草で縛って蒸したりゆでた
りします。包む葉は、真菰竹や菖蒲の葉も使われていたそうです。私たちの
地域では菖蒲の葉は蒸し器に敷き、餅を並べ上にも菖蒲の葉を被せて蒸すの
で、お餅にいい香りが移ります。また、葉を縛る「い草・とうすみ」は蝋燭
の燈芯のことで、和蝋燭の蝋を垂れにくくするため、芯の和紙の上からい草
を巻いたことから別名にこの名がついたようです。

▶︎ 6月1日(木) 赤崎：粽ちまき・柏かしわ餅作り

＜茅かや・ちがや・つばな＞

＜い草・燈心草・とうすみ＞

＊日本画に描かれたちまき（呉春）

　伝統行事は年に一度なので、「万年初心者のようだ」と皆が口を揃えて言います。お年寄りも若者も、共に同じスター
トラインで伝統行事に向かうのも良いことですね。ちまきづくりは、その材料も、行為も、その全てが人々の暮らしの安
全と健康を願った祈りの行事なのだと、そんなことを思いつつ、頂いたちまきと柏餅を仏様にお供えしました。

　ところで、私の子供の頃は柏の葉よりサルトリイバラ（山帰来）の
丸い葉に包んだものが多かったように思います。関西では柏餅といえ
ばこの葉を使うところが多いらしく、その分布を調べた研究論文が有
りました。右の図はかしわもちについての分布ですが、論文中には、
ちまきについての分布図もあります。興味のある方は地図下に、論文
PDFへのリンクのQRコードを置いておきますのでご覧ください。
　4日には菖蒲とススキと蓬を束ね、屋根にあげる菖蒲葺きも行い、
夜にはお風呂に菖蒲の葉を浮かべて、菖蒲湯も楽しみます。高い高い
本堂の屋根ですが、今年もうまく葺く事ができました。

「かしわもちとちまきを包む
植物に関する植生学的研究 」PDF
（兵庫県立 人と自然の博物館）▶︎

＊サルトリイバラの葉とショウブ・ススキ・ヨモギを屋根にあげる菖蒲葺き
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▶︎予防・検査・医療に関するご相談
　新型コロナ健康相談　電話 078-362-9980   
　受付時間：24時間（土曜・日曜・祝日含む）
▶︎発熱等受診・相談センター(豊岡健康福祉事務所)　
　平日9時~17時30分　電話：0796-26-3660
　※夜間及び土日祝日　 電話 078-362-9980

←兵庫県内感染状況リンクQRコード

個人の主体的な選択を尊重し、着用は個人の判断に委ねることになりま
す。本人の意思に反してマスクの着脱を強いることがないよう、個人の
主体的な判断が尊重されるよう、ご配慮をお願いします。

▶︎令和５年3月13日以降のマスク着用について

▶︎ 6月4日(日) 赤崎地域　ひとさか公園草刈り作業

▶︎ 6月18日(日) 田井川　田井・指杭　合同草刈り
　梅雨の長雨で川が氾濫する前に、田井川の
下手の草刈りを、田井と指杭合同で行いまし
た。次回は上手の草刈りと、この時期はあち
こちの草刈り作業が続きます。最近この付近
でコウノトリのつがいをよく見かけます。こ
の田んぼでは数時間同じ場所で餌取りをして
いました。静かに見守りたいと思います。

　赤崎地域の皆さん総出で、公園の草刈り作業を行なってください
ました。緑の絨緞は、グラウンドの環境により、芝から苔に生え変
わったようですが、ふかふかとしていて目にも美しく、これはこれ
で良いですね。ただ、雑草は芝生より多いのかも知れません。
　草対策に「山羊を放牧しては？」という声もありました。人間に
都合の良い時だけ動物を使うのではなく、共存する環境が整えられ
たら、「山羊や羊の居る公園・公民館」という場所になれるかも知
れないと、日々妄想を膨らませている、公民館長です。

＊以前、三尾や田井のお年寄りから「昔は山羊を飼っていたんだよ」と聞きました。牛乳は体質により飲めない
人もいますが、山羊の乳は成分が母乳に近く、牛乳の飲めない体質でも飲めたそうです。また羊も飼い羊毛を採
取し、毛織物を作っていたことも聞きました。産業としては定着しなくても、今のようになんでも手に入らない
時代は、自給自足のなかで家畜として共存していたのですね。ただ、ヤギは一頭でも飼えるそうですが、羊は多
頭飼いでないとストレスで病気になるそうです。＿φ(‾ー‾ )なかなか、実現は難しいものです。
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赤崎地区公民館へのお問い合わせ
〠669-6714 兵庫県美方郡新温泉町赤崎631番地  
☎(0796)82-3678　公民館長　二階堂 寿江(にかいどうとしえ）

FAX       ( 0796 )82 -5563
電話(携帯)  090 8233 0843 
Mail toshienikaido@icloud.com
メールアドレスQRコード➡

赤崎地区公民館HP　http : / /akasak i . s t r i k ing ly .com/

R05年（2023年）6月22日(第４木曜日)発行　　赤崎地区公民館だより　第05-03号

▼移動図書館　第4水曜
　和田　14:25~14:40　赤崎　14:50~15:05
　田井　15:50~16:05　指杭　16:10~16:25

4P

           日                     月                     火                      水                     木                     金                     土

2023

2023年
川下祭りの日程

＊ポスターは2022年の物です


